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論点１１． 作業時の被ばく（その１）

【検討課題】（１１－１）MOX燃料は新燃料でもウラン燃料より放射線が強く，輸送や検査時
等における燃料取扱時に作業員の被ばくが大きくなるのではないか。また，燃
料取扱中に燃料落下事故が発生した際，ウラン燃料と比較して影響が大きく料取扱中 燃料落下事故 発 した際，ウラン燃料 比較し 影響 大きく
なるのではないか。

【電力の見解】作業に合わせた被ばく低減対策を取る事で，ウラン新燃料と同様に取り扱う
事ができる。

・ＭＯＸ新燃料は，ウラン新燃料に比べ高線
量（先行実績例：表面で1mSv/h程度）であ

事ができる。
ＭＯＸ燃料が落下した場合の影響はウラン燃料と同等である。

キャスクの 燃料集合体 従来より２重化量（先行実績例：表面で1mSv/h程度）であ
りＭＯＸ新燃料の取扱い時は被ばく低減対
策として，
①遠隔操作による燃料との距離の確保燃料との距離の確保

上部遮へい 開梱時の遮へい （ワイヤ等）

①遠隔操作 よる燃料 距離 確保燃料 距離 確保
と燃料近辺での作業時間の短縮作業時間の短縮

②必要に応じた遮へい体の設置遮へい体の設置
を実施する。

・燃料の取扱装置は，２重化等の設計をして
おり燃料が落下することはない。

万が Ｏ 燃料が落下した場合の実効線・万が一ＭＯＸ燃料が落下した場合の実効線
量は従来のウラン燃料と変わらない（詳細
は論点１４参照）。
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論点１１． 作業時の被ばく（その２）

【検討課題】（１１－２）使用済ＭＯＸ燃料は，使用済ウラン燃料に比べて放射線が強くなる
が，使用済ＭＯＸ燃料を貯蔵することにより作業エリアの線量が高くなることは
ないか

【電力の見解】使用済ＭＯＸ燃料を貯蔵しても作業エリアの線量が高くなることはない。

ないか。

燃料１体当りの線源強度
燃料の種類 備考

ガンマ線（γ/s/体） 中性子線（n/s/体）

ウラン燃料 1.0×1017 0.5×109
燃焼度
55GWd/t

17 9 燃焼度

燃料 体当り 線源強度
燃料の種類 備考・使用済ＭＯＸ燃料は，使用済

ウラン燃料と比較して
①ガンマ線強度は低い。
②中性子線強度は高 が ＭＯＸ燃料 0.9×1017 1.0×109

燃焼度
40GWd/t

（注）線源強度は炉停止１０日後の値

②中性子線強度は高いが，
水中で取り扱うため遮へい
される。

・従って，作業エリアの線量が高
くなることはない。

装荷

燃料交換機
による取扱い

取出し

装荷
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炉心使用済燃料プール


